
【施設概要】
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臨時職員（販売業務）

計画
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正規職員（維持管理、経理、販売業務）

年2回 2月・8月 専門業者に委託

3年間

・上田市丸子農産物直売加工施設の施設、設備等の維持管理に関する業務
・販売施設の運営に関する業務のうち、市長のみ権限に属する業務を除く業務

上田市丸子農産物直売加工施設 （愛称「あさつゆ」）

作業項目 回数 実施日 実施状況

日常清掃 日1回以上 毎日 職員・組合員が実施

丸子地域自治センター 丸子産業観光課

指定管理者が
行う業務内容

施設名称

指定管理者名

指定管理期間

日常・定期検査 日1回以上 毎日 職員が実施

643360

職員の
配置状況

開館日数

参加者数開催日時

設定目標値

102.9%

達成率

315,000

施設の
利用状況

98.5%

自主事業
の状況

事業・イベント名（内容）

R3年度実績

延べ利用者数
（Ｒ4）

日 231,439
一日あたり
利用者数

設置目的
農畜産物の地産地消を推進し、及び地域情報を提供することにより、農業の振興及
び地域の活性化を図る。

前年度比

106.0%

103.7%

利用区分等

売上額

来客数

役職等（職務内容）

統括責任者（施設運営の統括、組合長）

コロナ禍で、対面販売や連休中のイベント、試食などを自粛する中での営業でしたが、天
候がおおむね順調に推移したため、前年にと比べ果物類が順調に育成し、販売額も大きく
伸ばすことが出来た。また、全組合員の奮闘があり前年実績を上回ることができた。

R4年度実績

324,204

231,439

305,776

  令和4年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

令和5年3月31日令和2年4月1日

料金制導入区分 無料施設上田市丸子農産物直売加工センター運営組合

～

235,000 223,153

管理業務
の状況

作業内容

館内清掃

給排水・冷暖房・電気設備の点検

有資格者による法定点検

施設所管課

消防設備点検



【収入・支出の状況】 （金額単位：円）※ 消費税額含む

25,162,485 30,118,327 35,000,000 33,658,199

指定管理者の会計期間が１月～１２月であるため、
年度ではなく年（１月～１２月）の状況

3,825,084 3,890,437 5,100,000 4,949,354

1,956,146 1,795,245 3,500,000 1,304,084

1,315,099 1,273,493 1,259,424

営業外損益

水道光熱費

2,893,598

0

0

1,229,816

1,229,816

0

240,300

令和4年
予算額

44,500,000

1,720,400

17,300,000

1,300,000

99,820,400

36,180,000

989,516

19,990,000

備考

指
定
管
理
者

指
定
管
理
業
務

収
入

販売委託料収入 41,430,698 41,397,642 43,200,999

商品売上

項目
令和2年
決算額

令和3年
決算額

令和4年
決算額

1,000,707 1,305,497 983,743

くるみ亭売上 12,995,852 16,431,295 16,003,566

その他売上

計 81,904,841 90,526,254 95,105,931

人件費 31,453,543 33,409,357 34,823,062

計 80,241,457 88,746,212 94,090,514

修繕費

上記をのぞく販売費及び一般管理費

33,146,318

97,916,318

18,934,571 19,413,958 20,827,873

自
主
事
業

収
入

売上原価、法人税等 2.4E+07 30,237,215 32,186,141

支
出

支
出

計 0 0 0

1,904,082

計

差引 1,663,384 1,780,042 1,015,417

0 0 00

差引 0 0 0

計 1,253,264 1,229,816 1,229,816

施設使用料その他の収入 1,253,264 1,229,816 1,229,816

歳
出

指定管理料 0 0 0

その他の支出 24,030 24,030 683,430

240,300

総合計 2,892,618 2,985,828 1,561,803

計 24,030 24,030 683,430

差引 1,229,234 1,205,786 546,386

市

歳
入

太陽光発電保険料等



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

◎

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

○

◎

◎

○

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ◎

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出され
ているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

◎

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が行
われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適切で
あるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運営に
反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修等、
適切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、必要
な取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な対
策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩防
止の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確であ
り、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対応

個人情報の保護・施設管理上の秘
密の保持等

○

○

◎

◎

個
別
事
項

地産地消の推進 ◎

食育の推進 ◎

地産地消の推進に積極的に取組んでいるか

食育事業に積極的に取組んでいるか

品質確保
消費者が安心して購入できる農産物生産及び品質確保への取り組みがなされて
いるか ◎

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。



【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

・今年度は目標を高く掲げているため、イベントや景観に気を使い来てよかったと思われる直売場にし
たい。

・排煙口の前の売り場台の撤去。

・避難経路の確保。

(２)指定管理業務実施上の課題

(１)令和4年度（令和4年4月1日～令和5年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

・コロナもおさまってきたので、様々な簡単なイベントを行った。

・花壇に力を入れ、お客様が入りやすい環境をつくった。

・電光掲示板を導入して、道端の案内板を季節ごとに、入れ替えで店内のアピールをした。

・入口の案内板を塗り直した。

・使える物は再利用。

・冬期閉店時間を短縮し人件費をおさえた。

・整理整頓を心がけ、ムダな物を買わないようにした。

・役員や職員による店内外の一斉清掃で、あさつゆ周辺の草刈、店内清掃を年３回行った。

・理事と職員による、毎日の清掃でできない他の清掃を月１回行った。

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・エアコンが古い上に、電気料の値上げにより、電気代がとても高くなった。

・設備が全て古い。駐車場の傾きやひび割れも指摘されました。

・昼頃には品薄になるので、メールで生産者に出荷を要望してもらいたい。

・品切れについての苦情は、月一回の販促会議で共有した。










